
1.背景と目的
　2014年、「はつかいち暮らしと看取りのサ
ポーター」が市民や多職種で活動がスタート、
4年前から食支援活動を開始した。この間の
活動で要介護者や家族、地域住民と専門職
や施設等が輪になる“地域包括ケア”の形が
見えつつある。介護レストランの参加者は、
食べる瞬間に喜怒哀楽のすべてを表現され、
それを通じてサポーターも共に喜び、悲しみ、
相互成長してきた。しかし参加者は限定的で
あり、今後誰でも気軽に外食ができる環境拡
大の必要性を感じてきた。
　そこで本活動は、地域コミュニティにおけ
る食支援として、「介護レストラン」及び「食
事の困りごと相談活動」等を推進し、食のバ
リアフリーを目指すことを目的とした。

2.活動の内容
１）介護レストランの拡充
　介護レストランは、普段外食が難しい要介
護高齢者を対象として、介護者と一緒に食事
を楽しむ会である。活動は、介護レストラン
を重度摂食嚥下障害のある人、軽度の摂食
嚥下障害のある人、施設等の食事のお出か
けプランの3部体制に広げサポートとするよう
計画した。
　しかしながら新型コロナウイルス感染症拡
大のため、10月に予定していた企画は3月に
延期し、再度コロナ禍が終息せず結局実施
できなかった。
２）食支援のための準備講座開催
　食支援のための基礎知識や技術とマイン
ドを共有する講座を地域の会場で実施予定と
していたが、コロナ禍でもありオンライン講

座に変更した。講座は、食支援を中心に5回
実施した。参加者は延べ184名（平均36.8人）
であった。
　“今日はなに食べる？”シリーズは、コロナ
禍の中で工夫できることや楽しみを見つける
ことを目的として企画した。
　要介護高齢者が自粛生活を余儀なくされ、
摂食嚥下障害の進行や楽しみの喪失が起
こっている現状があり、その中で簡単に作れ
て美味しく食べやすいものをリモートで情報
提供でき、参加者の学びつながっていった。
３）食事の困りごと相談
　新型コロナウイルス感染予防対策として、
対面に加えメール及び電話相談を追加した。
対面相談は毎月20日、場所は大型商業施設で
13時～15時で無料、フレイル等の健康チェッ
クも追加実施した。相談コーナーの感染予防
対策は、非接触体温計、消毒薬等、健康チェッ
クは血圧計、握力計等の準備をした。
　ただ新型コロナウイルス感染拡大により、
4月～7月、12月～2月は中止とした。相談者
は毎月5名程度で、健康チェックや栄養相談
等であった。電話4件、メール2件、計23名
であった。相談員は述べ22名が担当した。
４）まちの介護レストラン協力店発掘
　外食での不安や心配に耳を傾け、調理の
工夫から車いす利用まで寄り添ってもらえる
店舗を協力店とした。目印として協力店ステッ
カー貼付と「食事の困りごと相談」カードを店
頭に設置依頼した。

3.現状の成果・活動
　地域コミュニティにおける食支援は、コロ
ナ禍で、活動中止や縮小を余儀なくされた。
食事は飛沫感染、接触感染等感染拡大の源
になることを懸念し、メンバーは「今何がで
きるか、求められているか」「感染対策」など、
意見交換を繰り返した。その中で地域のニー
ズやアイデアが出たことは、今後の活動の糧

になると考えている。オン
ライン講座は、地域住民と
共に全国からの参加があり、
交流の場が広がった。
　食事の困りごと相談は、
対面相談は5回であったが、
健康チェックを導入し関心
を寄せられている。相談者
の困りごとや願いは、多職
種の相談員が専門性を活か
し協働できることが強みで
ある。
　介護レストラン協力店発掘は、5店舗の協
力があり、店頭に表示いただいている。

4.今後の展望
　コロナ禍で、食支援活動の変容を求められ
た1年であった。予定の介護レストランは実
施困難であったが、今後必ず実施できるよう
準備講座などで知識や技術力を深め体制を
整えていく。最期まで自分らしく食べて暮ら
せる地域を目指し、一歩ずつ活動を進めてい
きたい。
　最後に、杉浦記念財団助成及び活動終了
時期延期をしていだき、厚く御礼を申し上げ
ます。
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　食べることは生きることであり、楽しみである。私達は
地域コミュニティにおける食支援として、「介護レストラ
ン」「食支援のための準備講座」「食べることの困りごと相
談」等を地域住民と医療・介護等の専門職がサポーターと
して実施し、地域での食支援の芽を育んできた。
　今年度はさらに活動を推進する予定でスタートした。し
かしながら、昨春の新型コロナウイルス感染症の蔓延によ
り、活動の自粛や変更・中止を余儀なくされてきた。
　介護レストランは、3密となるために中止、準備講座は
対面からオンライン講座へ変更した。講座内容は、コロ
ナ禍での食支援を中心に再企画した。それに伴い本講座
は、全国から参加があり交流により食支援の輪が広がった。
食事の困りごと相談は、対面に加え電話とメール相談を追
加した。
　コロナ禍では、介護レストランを含めて食支援の形も再
構築する必要性に迫られている。今年度は活動をすべて
実施することが困難であったが、引き続き地域で培ってき
た経験知を出し合い、よりよい食支援活動を推進していき
たい。
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